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大学における 日本近現代の授業実践 ( II ) 
広島、 長崎への原爆投下 を どう 教え るか一 フ ク シマ後を視野に

小 南 浩 -
( 兵庫教育大学大学院)

広島、 長崎への原爆投下については、 戦争 をはや く 終わらせ、 こ れ以上多 く のア メ リ カ人や日本人の犠牲者を出 さ ないた

めと いう 「早期終結人命節約説」 が語ら れてき た。 しかし、 投下の目的は、 ソ連に対す る威嚇 ・ 抑止であり 、 原爆の破壊力

と効果の確認、 人体への影響力の測定にあ っ た。 授業では ビデオを活用 し ながら、 原爆投下を止める可能性のあ っ た、 い く

つかのタ ーニ ングポイ ン ト を取り 上げ、 学生の歴史的思考力 を鍛え よ う と 試みた。 ま た、 日米の原爆投下に対す る認識の違

いを明確にし た。 フ ク シマ原発事故後の原爆学習では、 従来の原爆学習に加えて、 放射線障害の視点から広島、 長崎と フ ク

シマ を関連づけた。 そ し て、 最後に広島、 長崎と フ ク シマ を媒介す る ものと し て、 ビキニ事件の意味 を考え、 ビキニ事件を

契機と す る戦後日本の原子力政策 を概観 し た。 最後に、 も し ヒ ロ シマがなけ ればフ ク シマはなかっ た可能性に言及 し た。

キーワ ー ド : 原爆投下、 早期終結人命節約説、 ソ連への威嚇、 タ ーニ ングポイ ン ト 福島原発事故、 ビキニ事件
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Why did America release the atomic bomb on Hiroshima and Nagasaki? Then President Truman addressed to American people 

in radio, “We have used it in order to shorten the agony of war, in order to save the lives of thousands and thousands of young 

Americans” Later, he wrote a letter to Irv Kupcinet, Chicago Sun-Times, saying that it was used to save both American and 

Japanese youngsters from getting killed. However, the real purpose of using the atomic bombs was to threaten and deterrent the 

Soviet Union and to measure the effects on the human body. This paper describes approaches to promoting students' historical 

thinking in modem times from various perspectives: how they see the di fferent viewpoints on atomic bombing between Japan 
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は じ めに
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筆者はさ き に拙稿 「教養と し ての歴史教育 大学にお

け る歴史授業の実践報告」 ' ' (以後、 前著と す る) で、

大学一年次生の 「日本近現代史」 の授業実践を報告した。 

小論はそれに続く 実践報告及び論考である。 小論の前半

では広島、 長崎への原爆投下授業 (以下、 原爆投下授業

と 略称す る) の内容及び展開について、 学生の反応を紹

介 しつつ論じた。 後半では、 2011年 3 月11 日に発生した

束日本大震災と福島第一原発事故を経験した後での日本

近現代史におけ る原爆投下授業の実践内容を報告 し た。

前著で触れた授業実践の特色は以下の通り であっ た。 

①1945年 8 月15日を破局の 「終点」 とすれば、 その 「始

点」 は どこ に求めら れるかと いう 問題意識のも と、 8 月
15 日の敗戦から時間軸を逆に し てア ジア太平洋戦争、 日

中戦争、 満州事変 さ らには第一次大戦、 日露戦争、 日清

戦争へと さ かのぼる授業形態であるこ と。

②150名以上の学生が受講する。 毎回、 全員に授業に対

す る 「質問 ・ 感想 ・ 意見」 な どを200字程度書かせて提

出させた。 そのなかから12~ 15人の 「質問 ・ 感想 ・ 意見」

を A 3 用紙一枚にま と めて、 毎時全員に配布 し た。

授業目的は、 ①歴史の 「 タ ーニ ングポイ ン ト」 を考え

させるこ と によ っ て、 歴史的思考力 を養う 。 ②現代社会

で生起 し てい る諸問題と 「日本近現代史」 の諸問題が密

接な関係にある こ と を理解させる。 ③従来の高校までの

「覚え る」 歴史から、 身近に 「感 じ、 理解 し、 さ ら には

認識す る」 歴史への転換 をはかる。

そこ で、 原爆投下授業の授業目的は、

①1945年 8 月の 「敗戦への政治過程」 のなかで原爆投下

問題をと らえ る こ と ができ る。

②正確な事実にも とづいて正 しい歴史認識を養う 。

③ 3 ・ 11以後の授業においては、 原発事故によ る放射線

被害の問題と核爆発によ る広島 ・ 長崎の放射線被害の問

題 と が重な る も のであ る こ と に気づかせる。 すなわち、

広島 ・ 長崎と フ ク シマ を関連す る も のと し て と ら え る視

点 を も たせる。

④広島 ・ 長崎と フ ク シマ を結ぶ結束点 と し て ビキニ事件

と その影響について理解す る。 日本の戦後史のなかに ビ

キニ事件 を位置づけ、 戦後日本の原子力政策から フ ク シ

マ を考え る視点 を も たせる。

以上のよ う に、 フ ク シマ後の原爆投下授業では、 私は

2 時間分を充当 し て ビキニ事件を契機とする戦後日本の

原子力政策の歩みを理解 させるよ う 授業 を構成 し た。 

I 、 原爆投下授業の授業内容及び展開

1 , ア メ リ カはなぜ原発 を製造 し たのか

ユ ダヤ人の亡命科学者レ オ ・ シラ ー ド らの進言によ る。 

「 ヒ ツ ト ラ ー よ り も先に原爆 を開発すべき だ」。 シラ ー ド

は 「 ア メ リ カが原爆 を も たないかぎり 、 ドイ ツの原爆か

ら身 を守 れないのではないかと 考え」 、 アイ ン シュ タ イ

ンら と と も にルーズベル ト 大統領に進言 し た ' 2。 そ れが

42年 8 月マ ンハ ッ タ ン計画と なり 、 43年 3 月にはロ スア

ラ モスに研究所が設立 ( オ ッ ペ ンハイ マ ー が所長) さ れ

本格的な研究が展開 さ れた。

こ のと き、 原爆は ドイ ツに対す る抑止力 と し ての意味

を持 つており 、 民間人には使わない と いう も のであ っ た。 

アメ リ カ政府に原爆製造を強 く 要請 し たのは右翼的 な軍

国主義者ではな く 、 シラ ー ドのよ う な進歩的で自由主義

的な科学者であっ た。

ドイ ツ を対象にし た原爆であれば、 1945年 5 月 8 日の

ドイ ツ降伏によ っ て、 原爆製造の大義が失われたにも か

かわら ず、 なぜ ア メ リ カは原爆の製造を続け たのかが問

題と な る。 こ れについては、 じつは ドイ ツ降伏のかなり

前の段階で日本への投下も 視野に入 っ てい た。 その証拠

の一つが、 1943年 5 月の軍事政策委員会や翌年 9 月の英

国と のハイ ドパーク協定であ る。 協定には、 「一 『爆弾』

が最終的に使用可能にな っ た時には、 慎重な考慮のう え

日本に対 し ておそ ら く は使用 さ れるべき であり 、 その際

日本に対 し て、 降伏す るまでこ の爆弾が繰り 返さ れ続け

る旨警告が与え ら れなけ ればな らい。 一」 と の覚え書き

がある。 同 じ頃、 ルーズベル ト は 「原爆 を兵器と し て使

用するのではな く 、 日本を降伏に追い込む威圧の道具と

し て利用でき ないものかどう か」 を話 し合 っ たと いう 3。 

こ のよ う に、 ルーズベル ト におい ては原爆は兵器ではな

く 、 日本を降伏に追い込む威圧の道具であ っ た。 

2 , ア メ リ カはなぜ原爆を投下 したのか。

ト ルー マ ン大統領は原爆投下の理由 を投下直後の 8 月
9 日、 ラ ジ オで次 のよ う に ア メ リ カ 国民 に説明 し た。 

「爆弾 を獲得 し たので、 われわれはそ れを使用 し ま し た。 

われわれは真珠湾で無警告攻撃を行っ た者たち、 アメ リ

カの捕虜を餓死 させ、 殴打 し、 処刑 し た者たち、 戦争に

関す る国際法規に従う ふり をす る態度す ら も かな ぐり 捨

て た者た ち に対 し て原爆 を使用 し たのです。 われわれは

戦争の苦痛の期間 を短 く す るために、 若い ア メ リ カ人の

生命 を救う ためにそ れを使用 し たのです」 4。 こ れが早

期終戦人命節約説と いわれる も ので、 今なお多 く のア メ

リ カ国民が支持す る考え方であ る。 ま た、 多 く のア メ リ

カ人にと っ ては真珠湾と原爆はつながっ てい る。

人命節約説について ト ルー マ ンが戦後に原爆投下を正

当化するために持ち出 し た50万から100万と いう 想定戦

死者数は、 九州上陸作戦にと も なう 当時の実際の米側推

定死者数が 「 2 万人以内」 (1945年 6 月18 日のホワイ ト

ハウス会議用資料) や 「 6 万 3 千人」 (1995年開催予定

であ っ たス ミ ソ ニ ア ン原爆展の展示案) であ っ たこ と と
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比較 し て も かなり の誇張 を含 んでいた 5。
早期終戦人命節約説は歴史学会ではほと んど支持 さ れ

ていない。 日本の戦争遂行のための経済力は1944年末に

は 「破続」 していた。 1944年 8 月の軍需省の 「開戦以降、

物的国力の推移並 びに今後に於け る見通し説明資料」 で

は、

一物的国力は開戦直前の見通し に対 し、 主と し て

敵潜水艦によ る船舶の損害、 予想外に増大 し、 造船

量を遙かに突破 し て、 保有船腹は大幅に逓減せり 。

国民生活 を中心と する民需部門の犠牲によ り 漸増

せる軍需を充足 し来れるも 一、 19年度初頭 を頂点 と

し て、 爾後は低下の傾向にある を否定 し得ず。

又、 現状程度の国民生活を維持するこ と も逐次困

難と な る趨勢にあり 、 即ち、 戦争 4 年たる19年末に

は国力の弾撥性は概ね喪失する ものと 認めら れる 6。 

と ある。 ア メ リ カ側も日本の経済は1945年の集中的な

大空襲よ り 6 ケ月ない し 1 年前に、 すでにその根源が枯

渇 し ていたと見ていた 7。
こ のよう に日本の物的戦争継続能力は1944年末にはな

かっ た。 日本の降伏はそんなに遠 く ないこ と が予想 さ れ、

原爆投下な しで日本が降伏する可能性も少な く なかった。 

では、 なぜ アメ リ カは原爆 を投下 し たのか。 投下の真の

目的は、 以下の 3 点に集約 さ れる。

①ソ連に対す る威嚇 ・ 抑止。 戦後の日本の占領政策に

ソ連を介入 させずにアメ リ カ主導で行う 。 戦後世界での

米国の優位性確立と ソ連の影響力封 じ込め。

②膨大な人員 と経費をつぎ込んだ以上 (原爆開発 プロ

ジェ ク ト にはのべ13万人、 開発費20億 ドル、 現在の額に

し て約 2 兆 5 千億円、) 何の成果も ないまま に開発 をや

めるこ と はで き なかっ た。 議会に説明がつかない (バー 

ンズ国務長官) 。

③最近では人体実験説 (原爆の破壊力 ・ 効果の確認と

人体への影響力の測定) 8。
なお、 こ れら の諸点については後に詳述す る。 

3 , 原爆投下の最有力候補地は京都と 広島だ った

投下候補地を検討する目標委員会が1945年 5 月10、11 
日に開かれた。 最有力候補の AA と さ れたのが京都と広

島、 A が横浜と小倉、 B が新潟であっ た。 選定基準は①

直径 3 マイ ル以上の市街地をも つ大都市、 ②一発の原爆

で街の大部分が破壊 さ れう る集中的形態の都市、 ③ 8 月
までに通常空襲によ り 破壊 さ れていないこ と であっ た。

実務責任者のグロ ー ブズ少将は 5 月30日、 京都を第一 

投下地と す る旨、 スチ ムソ ン陸軍長官に報告 し た。 しか

し、 スチムソ ンは京都への投下を禁 じた。 五百旗頭真に

よ れば、 ト ルー マ ンは 「京都に原爆 を投下するが如き無
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分別な行為は、 戦後日本を ソ連の許に走 らせる危険があ

る」 と 主張す る スチ ムソ ンの進言 を受け入れた。 なお、

五百旗頭はスチムソ ンのこ の進言は、 彼の京都体験があ っ

たこ と を指摘 し、 個人が歴史の運命 を さ さ やかに変え た

一例と 言う ' 9。 歴史と は個々の人間の思惑 を超え た巨大

なう ねり であるが、 私は歴史の 「不条理」 や 「運命」 と

格闘する人間の 「主体性」 を救い出し、 個人の力が歴史

を変え るこ と の意味について学生に学ばせたい と考え て

い る o

ではなぜ広島か。 広島は日清戦争当時、 日本の前線基

地と し て大本営が設置 さ れ、 天皇自 ら陣頭指揮 を と り 、

首都が一時期移転 し たかのよ う な状況で、 ま さ に日本を

代表する軍都であった。 1945年当時は人口約35万人で空

襲を受け ておらず、 原爆の効果をはかるのに都合が良かっ

たこ と や投下日標が定めやすかっ たこ と な どによ る。

結局、 最終目標地と し て広島、 小倉、 新潟、 長崎があ

げら れていたが、 空襲を受け たこ と で新潟がはずれた。 

そ し て、 広島投下後の第一 目標は小倉と なり 長崎は第二

目標だ っ た。 しか し、 小倉は雲に覆われ、 投下日標確認

に失敗するな ど長崎と な っ た。 長崎投下の意味は後述す

る。 

4 , あの時、 原爆投下は止め ら れた

戦後60年にあたる2005年の夏、 日本の TBS と イ ギリ

スの BBC の共同制作によ る 「 ヒ ロ シマ あの時、 原爆

投下は止めら れた いま明 ら かにな る悲劇の真実」 (以
下、 ビデオと 略称す る) が放映さ れた。 私は授業でこ の

ビデオを学生に見せるこ と に し てい る。 歴史に 「 も し」

はないが、 原爆投下に至 る プロ セスで、 も しあの時の判

断がこ う であれば投下は避け ら れたと いう い く つかの分

かれ道が描かれており 、 上述 し た授業日的の 「 タ ーニ ン

グポイ ン ト」 を考え歴史的思考力 を鍛え るいい教材で も

あ るから だ。 ビデオでは 「分かれ道」 (「 タ ーニ ングポイ

ン ト」 ) について以下の 5 点 を挙げている。

①は、 1945年 4 月に日米で指導者が交代 した時点であ

る。 ビデオではルーズベル ト 大統領の急死 をう け て副大

統領 ト ルー マ ンが大統領に昇格 し たが、 準備のない、 自

信のない大統領と し て紹介 されている。 歴史学者マー テイ

ン ・ シ ヤーウ イ ンは ト ルーマ ンを 「外交の経験 も な く 情

報面、 心理面、 政治面どの点においても彼は準備不足だっ

た」 と言 っ た。 そ し て、 国民の人気 を集めるには強い路

線でい く しかない、 原爆はその切り 札 と彼は考え たと い

う ( ビデオ)。

歴史家 ピ ータ 一 ・ カ ズニ ツクは、 ルーズベル ト と ト ルー 

マ ンを比較 し て 「ルーズベル ト は様々な意見 を聞い た上

で最終的には自分なり の外交政策を決める人間であっ た

が、 ト ルー マ ンはこ う い っ た分野に経験が浅 く 、 ソ ビエ

ト に敵意を抱き、 保守的な意見を持つ者たちにほぼ頼り
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切 っ ていた。 明確な ビジ ョ ンを も っ た人、 理想主義者、

知識人が苦手であっ たため、 自分の了見の狭い直観を認

めて く れるよ う な助言のみ求めた。 ー グロ ーブズは、 ト

ルー マ ンが事の成り 行き にただ流 さ れる だけ だ っ た と 、

所々で語 っ てい る。」 '°と 記 し て ト ルー マ ンの個人的責

任を強調 し てい る。 なるほど歴史におけ る ト ッ プリ ーダー

の果たす役割は一般人と比べはるかに大きい。 しかし、

就任時には原爆計画が相当程度進んでおり 、 副大統領時

代、 ト ルー マ ンはルーズベル ト から原爆につい て全 く 知

ら さ れず、 また副大統領にふ さ わしい政治的課題に も関

与 させら れていなかっ た点 も考慮 さ れなけ ればな ら ない。

一方、 日本の鈴木貫太郎内閣の使命は 「日本を終戦に

導 く こ と」 にあっ た。 引き受け手のない日本の舵取り を

天皇から最後に託 さ れたのが鈴木であ っ た。 鈴木も後述

するよ う な大き な 「誤り」 を犯すこ と になる。

②は、 6 年前にアメ リ カ政府に原爆開発を勧めたレオ ・ 

シラ ー ド ら科学者の反対であっ た。 1945年 7 月、 シラ ー 

ドはマ ンハ ッ タ ン ・ プロ ジ ェ ク ト の科学者155人の署名

を得て以下の請願書を書いた。 

原爆が今我々の自由にな っ たと いう こ と は第一歩

に過ぎず、 将来の開発過程においてその破壊力 には

上限がな く な る。 従 っ てこ の新たに放出 さ れた自然

の力 を使用す る前例を作 っ て しまう 国家は、 想像も

つかない スケールでの破減の時代の幕 を開け た責任

を追わなけ ればいけ ない。 

と警告 し た '''。 しかし、 こ う し た警告は無視さ れた。 

③は、 アメ リ カ政権内部の原爆推進派と慎重派の攻防

である。 1945年 5 月28 日、 ながく 駐日大使を務めた知日

派の ジ ョ セ フ ・ クルーは 「天皇制 を維持で き る条件 さ え

与え れば日本の降伏は早ま る」 と大統領に進言 し た。 に

も かかわら ず、 スチ ムソ ンを委員長と す る暫定委員会は

6 月 1 日、 「原爆はなるべ く すみやかに日本に対 し て、

事前通告な しに使用 さ れるべきである」 と いう 勧告案を

全会一致で採択 し た。 理由は、 原爆投下で日本を降伏さ

せ、 ソ連の対日参戦前に戦争 を終結 させるこ と で戦後の

日本占領 を ア メ リ カ主導で行 う こ と にあ っ た。

しかし、 依然慎重論も多かっ た。 6 月18日、 ホワイ ト

ハウスで アメ リ カ版 「御前会議」 が開かれた。 こ のと き、

広い国際的視野に立 っ て現実主義的手段 を主張す るスチ

ムソ ン陸軍長官 と ジ ョ ン ・ マ ツク ロ イ 同次官補 ( と も に

文官) が日本本土上陸作戦を強行す る前に、 日本を早期

の降伏に追い込むそれ以外の手段を追求するよ う 提案 し

たが、 ト ルーマ ンは拒否 し た。 マ ツクロイ は 「一発で都

市 を吹 っ飛ばせる兵器をわれわれが持 っ てい るこ と を知

らせ、 それで も降伏 し なけ れば原爆 を投下す る」 '2 と 警

告な し の投下はア メ リ カ の フ ェ ア プレ ーの精神に反す る

と 主張 し たが、 推進派のバー ンズは 「そ れは逆にア メ リ

カの弱 さ を示す ものだ」 と し て拒否 し た ( ビデオ) 。

また、 暫定委員会の海軍代表であった海軍次官ラルフ ・ 

バー ドは 7 月 1 日退官す る前に、 ア メ リ カは警告な し に

原爆 を使う べき でない と提言 し た ''3。 欧州連合軍総司令

官のアイ ゼンハワ一元帥 (後の大統領) は 7 月20日、 ト

ルー マ ンや側近たち と直接面会 し原爆の使用 を思い と ど

ま るよ う 提言 し た ''4。
④は、 和平工作の誤算であ る。 日本では戦争遂行の経

済的基盤はすでに1944年末に喪失 さ れていたこ とはまえ

に述べた。 ま た、 国体護持の観点からすみやかな戦争終

結を天皇に直訴し た1945年 2 月の近衛上奏文も天皇は退

けた。 しかし、 1945年 6 月22 日の最高戦争指導会議で天

皇は、 戦争継続を確認 し た 6 月 8 日の御前会議決定にと

ら われるこ と な く 、 戦争終結に向け てすみやかに努力す

べし と発言した。 鈴木内閣はこ れを受けて外交的方法を

と るこ と を決意 し たが、 その方法がソ連に和平交渉の仲

介を依頼するという 最悪の政治的判断を日本はして しまっ

た。 ソ連はすでにヤルタ会談で対日参戦を決めていた。 

一方、 アメ リ カは 7 月13 日、 外相東郷茂徳がモス クワの

佐藤尚武大使にあてた暗号文をすでに傍受 し、 日本が戦

争終結の意志 を し めし てい るこ と知 つていた ''5。 そ れは、

上述の クルーの天皇制 を残せば日本は降伏に応 じ る と い

う こ と を証明す る ものであ っ た。

⑤は、 ポツ ダム宣言第12条をめぐ っ てである。 7 月26 
日に発せら れたポツ ダム宣言12条には 「日本国国民ノ 自

由= 表明セル意志= 従イ平和的傾向ヲ勇 シ且責任アル政

府 ガ樹立セラ ルルニ於 テハ連合国ノ 占領軍八直= 日本国

ヨ リ 撤収セラ ルヘ シ」 と あり 、 天皇制の存続について明

確に保証 さ れてはいなかっ た。 しか し、 12条の草案には

「 こ れは現在の皇統のも と での立意君主制も含むも のと

す る」 と あ っ て天皇制の存続が保証 さ れていた。 と こ ろ

が発表直前に削除さ れたのであ る ''6。
ポツ ダム宣言に対 し て、 当時の新聞はこ れは日本の屈

服 をはかる威嚇の謀略だから問題にせず、 戦争完遂に邁

進し よう と呼びかけている。 朝日新聞はこ れを 「黙殺」

し、 戦争邁進を主張、 読売新聞は宣言 を問題外 と し て

「笑殺」 と 主張。 鈴木首相は 「宣言を黙殺 し て戦争に邁

進する」 と発言 し た ''7。 ignore を reject と と ら え、 米英

な どの新聞に 「日本ポツ ダム宣言を拒否」 と報 じ ら れ英

米世論は激高 し た。 こ れを受けて ト ルー マ ンが原爆を投

下 し た ''8。 ま た、 ソ連も こ れを絶好の口実に 8 日、 日本

に宣戦を布告 し 9 日満州に侵攻 し たと いう 説が戦後 しば

ら く 流布 さ れ、 鈴木 も こ れを後悔 し ていた と言われた。 

こ う し た 「俗説」 は、 ポツ ダム宣言が発せら れる前日の

7 月25 日に ト ルー マ ンが原爆投下を承認し ていたと いう

事実だけで否定さ れる。

原爆投下を命 じ た 7 月25 日の ト ルー マ ンの日記は
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「この武器 (原爆) は、 今から 8 月10日までの間

に日本に対 し て使用 さ れる こ と にな る。 私はスチ ム

ソ ン陸軍長官に、 女性と子供でな く 軍事日標や兵士、

水兵が目標と な るよ う にそ れを使え と話 し た。 日本

人が野蛮、 残酷、 無慈悲で狂信的だと し て も、 共通

の福祉のための世界の指導者 と し てわれわれはこ の

爆弾を古い首都 (京都) または新 しい首都 (東京) 
に落と すこ と はでき ない。

彼 と 私の意見は一致 し た。 目標は純粋に軍事的 な

も のと な る だ ろ う し、 われわれは日本人に降伏 し生

命を節約するこ と を求める警告声明を発するこ と に

な るだ ろ う 。 彼 ら がそう し ないこ と を私は確信す る

が、 彼 ら にチ ャ ンス を与え るつも り だ」 ''9。 

「警告声明」 と はポツ ダム宣言のこ と であり 、 「彼ら

( 日本人) がそう (受諾) し ないこ と を私は確信する」

その根拠が12条の書き換え (天皇制存続の削除) であっ

た。

7 月16 日におこ なわれたアラ モ ゴー ドの原爆実験成功

が、 その後の状況を大き く 変え て しま っ た。 実験成功 を

聞 く 前日の 7 月17 日、 ト ルーマ ンは日記に 「 ソ連の対日

参戦がおこ れば日本は終わり だ」 と書いた。 しかし、 実

験成功の知らせを聞いた翌 7 月18 日の日記には、 「一 ロ

シアがや っ て く る前に日本はつぶれる。 マ ンハ ッ タ ンが

日本に姿 をあ ら わせば確実にそ う な る だ ろ う 」 2°と 書い

てい た。 実験成功の前にあ るいは ポツ ダム宣言が発布 さ

れてす ぐに日本が降伏 を し てい れば、 ア メ リ カの原爆投

下はなかっ た。 実験成功後、 ト ルー マ ンは外交手段 を放

棄 し て、 原爆のみによ る戦争終結 をはかっ た と いえ る。 

5 , その他の論点

①原爆投下が日本の降伏に結びついたか

日本が降伏 し た最大の要因は、 原爆投下ではな く 、 米

軍をは じめと す る連合軍と の仲介 を委任 し ていた ソ連が

8 月 9 日、 対日参戦し たこ と であっ た '2'。 なぜな ら 、 広

島への原爆投下の事実を国民に公表しよ う とする情報局

案を戦争指導上の理由から軍が潰 し、 さ ら に戦争 を継続

しよ う と し たから であ る。 また、 投下後も日本政府はソ

連から の返事 を待 つてい たが 22、 ソ連の対日参戦で戦争

終結への道は完全に断たれて し ま っ たから であ る。

鈴木首相は、 8 月12 日にただちに降伏しなければいけ

ない理由と して、 も う すでに樺太はソ連に取ら れていて、

こ のと き を外 し たら北海道まで攻め込んで く る、 だから

国体護持のためにはソ連で な く 相手がア メ リ カ である う

ち に始末 をつけ なけ ればな ら ない と 言 っ たと いう '23。
②原爆投下に対する日米の歴史認識の格差

ビデオには、 原爆開発に関わり投下直後の 「きのこ雲」

を撮影 し た ア グニ ユ一博士がは じめて広島 を訪れ、 被爆
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者と 会う 場面があっ た。

被爆者が原爆投下のアメ リ カの責任を問う と、 アグニユー 

博士は 「私は謝罪し ない。 私には真珠湾が決定的だっ た。 

あまり にも多 く の友人を亡 く し た。 一だれかを非難し た

いのなら中国で残虐行為 を し た日本軍を非難すべきです。 

と にかく 今後政府が戦争を し ないこ と を望むだけです。」

と 語っ た。 ア グニ ユーは多 く の年老い たア メ リ カ人同様、

早期終結人命節約説を語り 、 真珠湾と原爆投下を結びつ

けた。 被爆者の思いは伝わらず、 両者はすれ違いに終わっ

た。 こ う し た日米の認識の格差に日本人は留意す る必要

があ る。

さ て、 原爆投下が民間人に対す る無差別爆撃を禁 じ た

国際法違反であるこ と、 法的責任 と と も に道義的責任が

問われるべき こ と、 さ ら に生命は相殺 さ れない と いう こ

と を確認 し た上で、 次のよう な認識が必要である。 即ち、

戦争は一 方が被害者で一 方が加害者であると明瞭に分別

できず、 被害と禍害が複雑に重層する。 ゆえに真珠湾の

みならず、 中国重慶への無差別爆撃や南京大虐殺と原爆

と を政治過程のなかで同時に見る視点が必要であ る。

ア グニ ユーは さ ら に こ んな こ と も 言 っ てい た。 「私は

時々講演をするが、 時折、 高齢の日本人男性から 『爆弾

を使っ て く れてあり がと う 。 おかげで命拾い しま し た。 

そう でなけ ればあのまま戦争が続き、 私は死んでいたで

し よう 』」。 他にも原爆投下によ っ て救われたと 思っ てい

る人々はいる。 中尾知代によ れば、 海外では 「原爆は必

要不可欠だっ た」 と いう 主張は根強い。 英国と オラ ン ダ

の日本人に抑留 さ れた元捕虜や民間人は 「原爆はし よう

がない」 と いう 見解が一般的であ る。 オラ ン ダ人70代男

性は 「彼 らは僕の命 を救 っ て く れた んだよ、 リ ト ルボー 

イ と フ ア ツ ト マ ンがね ! 」。 イ ギリ ス人の元捕虜 ・ 抑留

者の間で も 「原爆は日本人の犠牲を減ら し、 私たちの命

を救っ た」 と いう 見方は共通 し てい る '24。 

被爆者の心 を世界に発信す るためには、 こ れら の人々

に対 し て、 原爆投下は不必要だっ たと いう こ と を実証的

に明 ら かにす るこ と だと 中尾は言う 25。 筆者も こ の点 を

意識 し て授業 を構成 し てい る。

も う 一 つ原爆投下に対す る日米の歴史認識におけ る格

差の例を と り あげる。 それは、 戦後50年に当た る1995年、

エ ノ ラ ・ ゲイ号の展示 をは じめ原爆投下の原因 と被害関

係を内容とす る米国立ス ミ ソ ニア ン航空宇宙博物館が企

画 し た原爆展が、 在郷軍人会や議会の圧力 によ っ て中止

におい こ ま れた件であ る。 歴史家 ら によ る近年の学問的

成果を排除 し て、 連邦議会の上院は、 エ ノ ラ ・ ゲイ の展

示が 「第二次世界大戦中に合衆国に誠実かつ私心な く 服

務 し た男性およ び女性に対する適切な思いやり を反映す

べき こ と、 ま た、 自由のために自 ら の生命 を捧げた人々

の記憶に疑念を差 し挟まないよ う にすべき こ と」 26 が上

院の意思である と 決議 し た。 即ち 「自由のための聖戦」
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と いう 米国側の正統的解釈に一切の疑念を差 し挟むこ と

を禁止 し た。 そのため日本人 (特に女性や子 ども) の原

爆被害者の写真を取り 除く こ と が求めら れた。 戦後、 一 

貫して米政府は原爆投下の正当性を主張してきた。 ト ルー 

マ ンの50万ない し100万人の米国民の生命が救われた と

の主張はすでに見たが、 日米開戦50周年記念式典直前の

ブ ッ シュ大統領は、 ト ルー マ ンの決断 を支持 し て次のよ

う に語 っ た。 「 戦争は地獄 だ。 謝罪 を求め ら れるい われ

はない。 そう し た考えは (歴史に対する) ひどい見直 し

論だ。 ト ルー マ ン大統領は厳 しい決断に直面 し、 その決

断は正 しかっ た。 そ れは何百万人も の米国民の命 を救っ

た」 '27。 さ ら に2007年 には、 米政府のロ バ ー ト ・ ジ ョ セ

フ核不拡散問題特使 (前国務次官) が記者会見で、 広島 ・ 

長崎への原爆投下について 「原爆の使用が終戦をも たら

し、 連合国側の万単位の人命だけでな く 、 文字通り 、 何

百万人もの日本人の命 を救っ たと いう 点では、 ほと んど

の歴史家の見解は一致す る」 28 と 語っ た。 100万人と い

い何百万人といい、 こ の数字が多 く な ればな るほ ど、 原

爆投下の正当性は高 く な る と いう わけ だ '29。 ジ ョ セ フ氏

は 「ほと んどの歴史家の見解は一致する」 と 言う が、 多

く の歴史家の見解は、 原爆投下がなかっ たと し て も日本

の降伏はそう 遠 く な く 、 また日本本土上陸作戦が行われ

た場合の犠牲者数は多 く て数万人程度という ものである。

『マ ツカ ー サーへの手紙』 の著者である袖井林二郎は、

原爆投下と いう 行為 を神聖視せよ と当事者が強圧するの

は、 歴史 を創 っ た人が後世の歴史叙.述 を も左右す る も の

で あり 、 そ れは歴史の私物化で あり 、 パ ブ リ ッ ク ・ ヒ ス

ト リ ー の否定であ ると言っ た。 歴史を創 っ た人と 歴史を

「書 く 」 人は違う 。 「パブリ ッ ク ・ ヒ ス ト リ ーと は、 人々

がそこ から未来の生き方が学べるよ う な開かれた も ので

なけ ればな ら ない。 定説や現代の神話に疑い をは さ み、

自由な議論を呼び起こ すよ う な叙述や展示こ そが、 パブ

リ ッ ク ・ ヒ ス ト リ ーのあり 方ではないか」 と」 語っ てい

る 3°。 私はこ の袖井の議論 を紹介 し、 そ も そ も歴史 と は

何か、 ま た戦争の展示の仕方に どのよ う な意図があ るの

かを学生に問いかけ てい る。 例えば、 広島、 長崎の原爆

記念館の展示 を見 る と悲惨 さはよ く 伝わっ て く るが、 上

述 し た原爆投下の背景はほと んど説明 さ れていない。

③長崎への投下を どう と らえ るか

広島 ・ 長崎と並べて論 じ ら れるが、 広島に比べて長崎

への関心は小 さい。 しかし、 2 発目の長崎への投下を ど

う 見るかはきわめて重要である。 鹿児島大学の木村朗は

ウラ ン型の広島原爆と ちがう プル ト ニウム型原爆 を実戦

で使用 し て、 その威力 と効果を試すために長崎に投下 し

たと いう 。 7 月25 日に出さ れた原爆投下指令は二種類の

原爆 をワ ンセ ッ ト と し て連続 し て投下す るこ と を意味 し

てい た '3'。 グロ ー ブズは 7 月16 日の原爆実験成功直後、

部下に こ れで 戦争が終わり ますね、 と 言われた と き に

「 い や、 ま だ だ。 原爆 を二発投下す る ま では終わら な

い」 '32 と 語っ たと い う 。 8 月 9 日に ソ連が対日参戦する

や長崎に原爆 を投下 し たのはソ連参戦の影響力 を最小限

にお さ え る ためで あ っ た と 木村朗は主張す る '33。 ア メ リ

カが1947年広島で、 48年長崎で設立した原爆障害調査委

員会 (ABc c ) は、 原爆被害者 を 「 モルモ ッ ト 扱い」 '34 
し、 実験のデータ と し て調査 し ただけで治療は し なかっ

た。 しかも調査結果をその後、 日本の科学者や医師と共

有す るこ とはなかっ た。 こ のこ とは原爆が実験と し て使

われた可能性の高 さ を裏付け る 35。 芝田進午は、 占領直

後に米軍が行っ た以下の 3 点 を も っ て 「人体実験」 説を

主張 し た。

a, 原爆の惨状についての報道 を禁止 し情報を独占 し た、

b, 火傷、 放射線障害の治療方法 を工夫 し ていた広島 ・ 

長崎の医師たちに治療方法の発表と交流を禁止する と と

も に、 死後被爆者のケロ イ ドの皮膚や臓器や生存被爆者

の血液 カ ルテ を没収 し た、 c, 日本政府 を し て国際赤十

字からの医薬品の支援申 し出を拒否 させた '36。
④ ポツ ダム宣言に ソ 連の署名がないのはなぜか

ア ジア太平洋戦争で日本が戦争 し た相手国はおよ そ50 
カ国であ っ たが、 こ れら連合軍を代表 し て米 ・ 英 ・ 中国

(薄介石) 三 ケ国の名で ポツ ダム宣言が発せら れた。 ソ

連でな く 中国であ っ た理由は何か。 こ のと き、 ソ連は日

本と 戦争 し てお らず、 中国と は満州事変から数え れば足

かけ15年にわたる戦争 を継続 し ていたから、 中国は連合

国軍を代表す るにふ さ わしい。 しか し、 ポツ ダム会談に

はス タ ーリ ンが出席 し ており 、 原爆実験が成功す るまで

はソ連の対日参戦を強 く 要請 していたから、 実質上は米 ・ 

英 ・ ソ で出 さ れて しかるべき であ っ た。 そのほう がソ連

を仲介者と考えていた日本に打撃を与え、 戦争終結は早

ま るはずで あ っ た。 し か し、 ア メ リ カはそ れを し なかっ

た。 原爆投下前に日本が降伏す るのを恐れたから と言え

る。 

6 , 学生の感想

学生の感想 と それに対す る筆者の若干の コ メ ン ト を挙

げてお く 。

「原爆投下において様々な会談が行われ投下決定がな

さ れた と いう こ と を初めて知 つた。 ま た、 日本がソ連に

頼 っ てい たと言う こ と も は じめて知 つた」

このよう に、 アメ リ カ政府内部に原爆投下反対論があっ

たこ と や日本政府がソ連を仲介役に し て戦争終結をはか

ろう と し ていた史実をほと んどの学生が知 ら ない。

「あの原爆 を食い止めるこ と ができ たかも し れない道

がい く つも あ っ たこ と が分かっ た。 歴史にも しはないが、-一つで も違う 道を選んでいればも っ と多 く の人々が助

かっ たはずではと 思っ て し ま う 。」

「 ポツ ダム宣言で米国は国体護持について書いていな
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かっ たり し て、 米国は どう し て も原爆 を落と さ なけ れば

な ら ない状況 を作 り 出 し た。 しかも そ れはソ連に対す る

みせ し めで あ っ た。 私は ト ルー マ ンが歴史に名 を残 し た

かっ たから ではないかと 思え てな ら ない。」

「米国が原爆 を落と したのは戦争 を早 く 終わらせよ う

と し たから だと 思っ てい たが、 ト ルー マ ンの真意はソ連

の対日参戦前に日本を降伏 させたい と いう こ と で ソ連へ

のみせ し めだ っ た と聞いて驚いた。 何の罪も ない人間が

どれだけ亡 く な っ て、 今も原爆の影響で苦 し んでい る と

い う こ と を も っ と ア メ リ カの人に知 つて も ら い たい」

「 ト ルー マ ンに感謝すべき、 なぜな ら彼の原爆投下に

よ っ て、 ソ連の北海道分割 を防 ぐこ と がで き たから、 日

本は朝鮮半島のよ う な分断の苦 しみを味わわな く てよかっ

た。」。 この感想は2007年 6 月の久間章生防衛大臣が講演

で語 っ た 「原爆投下は し よう がなかっ た」 発言 37 に通

じ る も ので、 少なからぬ人が共有す る考え で も ある。 し

かし、 こ れは論理のすり替えであり、 すでに見てきたター

ニ ン グポイ ン ト を考え る と い う 学習が不十分であ っ たこ

と を示 し てい る。 「日本は朝鮮半島のよ う な分断の苦 し

みを味わわな く てよ かっ た。」 と の感想に対 し ては、 日

本近現代史において 「 も し」、 1910年韓国併合によ る日

本の朝鮮占領がなけ れば、 朝鮮半島の南北分断の可能性

はき わめて低かっ た。 そこ まで遡ら な く て も、 タ ーニ ン

グポイ ン ト 学習で見たよ う に、 「 も し」 ト ルーマ ンが天

皇制容認のメ ッセージを 5 月、 6 月段階で出し ていれば、

日本はも っ と はやく 降伏 し た可能性が高い。 も しそう で

あ っ たな ら ば、 原爆投下も ソ連の参戦も、 そ し て、 南北

分断も なかっ たであ ろ う と 私は説明 し てい る '38。
「日本人が12 ・ 8 をほと んど知ら ないよ う にアメ リ カ

人も原爆の悲惨 さ を知 ら ないのだ」

12 ・ 8 とは開戦記念日であり真珠湾の1941年12月 8 日
のこ と。 こ れは国民的記憶の問題である。 日本人が 8 ・ 

6 の広島や 8 ・ 15の終戦記念日を銘記 し て、 12 ・ 8 の真

珠湾、 9 ・ 18の柳条湖や 7 ・ 7 の盧溝橋を知ら ないよ う

に ア メ リ カ人は 8 ・ 6 や 8 ・ 9 を知 ら ない。'39。 ま た、

次のよ う な感想も国民的記憶に関係す る。

「 ア メ リ カが原爆のこ と を詳 し く 教えないよ う に、 日

本も軍が集団自決を強いたこ と を教科書に書かないよ う

にす る な ど、 どの国 も自国の国民の信頼 を ゆるがすよ う

な歴史は隠 し て しまう のだと 思い複雑な気持ち にな っ た。 

各国が自国の歴史 を包み隠 さず教え ら れるよ う にな れば

と思う 。」。 集団自決については、 2007年の文科省によ る

教科書検定で 「日本軍に 『集団自決』 を強いら れたり」

と い う 記述が、 「追いつめら れて 『集団自決』 を し た人

や」 と いう よ う に 「日本軍」 と いう 主語が削除さ れたこ

と が発覚 し たこ と を沖縄戦の授業で説明 し ていた。

と こ ろで、 主語については学生が原爆慰霊碑の 「安ら

かに眠っ て下 さい 過ちは繰返 しませぬから」 について、
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「高校の先生から こ の主語を考え な さい と 言われた」 と

書いていた。 こ の慰霊碑の文言については多 く の議論が

あ る。 過ち を犯 し たのは日本かア メ リ カか。 侵略戦争 を

しかけた日本の帰結が原爆か。 核を開発 し投下し たアメ

リ カの責任か。 おそ ら く 日米双方の過ちであ ろう 。 否、

我々人類が被爆者に対 して 「過ちは繰返しませぬ」 と誓っ

てい るのであ ろ う 。 ト ルーマ ンの思いにかかわら ず、 原

爆投下は地球上のすべての生命 を絶減の危機にさ らすよ

う な人類の新たな歴史の幕開け を告げる も のであ っ た。 

だとすれば主語は 「私たち人類」 と いう こ と にな る。 

II , 福島第一 原発事故後の原爆投下授業

1 , ビキニ事件の意味

フ ク シマ を知 つて し ま っ た後の広島、 長崎への原爆投

下授業はどう あるべきか。 なるほど原爆と原子力は違う 。 

必要悪の核兵器と平和利用の原子力 と し て戦後日本は両

者 を区別 し てき た。 しか し、 フ ク シマ によ っ てそ れが間

違いであ るこ と に我々は気づいた。 我々が直面 し てい る

のは、 今後何十年続 く か分から ない放射線被曝の影響で

ある。 1945年に広島、 長崎で被爆 し た人は、 被爆から55 
年経過 し た時点での追跡データ から、 白血病の発症率が

被爆 し ていない人 と比べて約2,5倍にな っ てい るこ と が、

放射線影響研究所の研究で分かっ た 4°。 ま た、 フ ク シマ

後に我々がよ く 耳にする、 平常時の住民の被曝限度を年

1 ミ リ シーベルト とする国際放射線防護委員会 (Ic RP) 
の勧告は、 広島 ・ 長崎の研究がも と にな っ てい る '4'。 こ

のよ う に フ ク シマ によ っ て、 我々は広島、 長崎 をあ ら た

めて想起す る こ と にな っ た。

さ て、 1954年のビキニ事件を取り 上げる意味は、 ①こ

の事件によ っ て放射能に汚染 さ れたマ クロ と い っ たパニ ッ

クが日本中で広まり 、 こ う し た恐怖 と未来への不安が広

島 を想起 させたから であ る。 即ち ビキニ事件によ っ て広

島が戦争の記憶と し てよみがえ っ たのである。 ②日本の

原子力発電は ビキニ事件 を契機には じま る。 ビキニ事件

が日本人の核 ア レルギーと広島、 長崎 を結びつけ た。 

1955年の原水爆禁止世界大会では広島、 長崎の被爆者が

登壇 し、 戦後10年にわたる苦 しみを訴えた。 忘れら れて

いた原爆被害者の存在に光が当て ら れ、 彼らの救援が社

会的な課題と し て打ち出 さ れた。 大会後には原水爆禁止

日本協議会が設置さ れ、 も と も と水爆実験によ る第 5 福
竜丸の被爆からはじまった原水爆禁止署名運動は、 広島 ・ 

長崎を主軸とする原水爆禁止運動へと展開 し た。 翌年に

は日本被団協が結成 さ れ、 国家補償の要求 と 「ふたたび

被爆者 をつ く るな」 と いう 運動へ発展 し た '42。 こ う し た

事態に危機感 を も っ た ア メ リ カは、 特 に メ ディ ア を使 っ

て日本の世論を懐柔 し た。 その時に果た し た読売新聞や

正力松太郎の役割、 メ ディ アの役割、 ア メ リ カの戦後の
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核政策と 日本の対応 をた どれば、 戦後日本の原子力政策

の歩みが見て取れる。 戦後日本の原子力政策を見る上で

ビキニ事件が決定的に重要である。 ビキニ事件を取り扱っ

た ド キ ュ メ ン ト 番組はい つ く かあ るが、 私は、 ビキニ事

件40年にあたる1994年 3 月16 日、 NHK が放映した現代

史ス ク ープ ドキュ メ ン ト 「原発導入のシナリ オ一冷戦下

の対日原子力戦略」 を学生に見せるこ と に し てい る。 

2 , NHK 現代史 ス ク ープ ドキュ メ ン ト 「 原発導入のシナ

リ オ一冷戦下の対日原子力戦略」

こ れは、 フ ク シマ後の現在 (2013年) の安倍政権下で

は絶対 に作 り 得ない、 NHK がよ く ぞこ こ まで作 っ た と

いえ る優れた ドキュ メ ン ト 番組であ る。 こ れを も と に戦

後の日本の原子力政策の大き な流れを概観する。

広島、 長崎への原爆投下は戦後の米 ソ冷戦の幕開け を

告げる ものであったこ と はすでに見た。 1953年12月、 ア

イ ゼ ンハワー アメ リ カ大統領が国連総会で 「原子力の平

和利用」 ( ア ト ムズ ・ フ オー ・ ピース) を提唱 し た。 旧

ソ連が水爆実験に成功 した直後、 米国は原子力技術の他

国への供与で西側陣営の強化 ・ 拡大を模索 した。 敗戦後、

原子力開発を禁 じ ら れていた日本も供与の対象と なっ た。

1954年 ビキニ事件が起こ ると、 原水爆禁止運動が全国

的に広がり 、 被爆者も補償を求めて立ち上がっ た。 1 年
間で 3 千万署名を集め、 反核 ・ 反米運動は強まり 、 共産

主義 も それと と も に高ま っ た。

危機感をも っ たアメ リ カは、 当時読売新聞の社長であっ

た正力松太郎'43 に接近し、 「原子力の平和利用」 をアピー

ルす る ため、 読売新聞 と日本 テ レ ビを使 っ て、 大々的 な

宣伝活動を展開 した。 正力の側近と し て動いた柴田秀利

の 「毒 を も っ て毒 を制す る」 ( ド キ ュ メ ン ト ) と い う 言

葉が印象的 だ。 ヒ ロ シマ、 ナ ガサキ さ ら に ビキニ を経験

し た日本人の原爆ア レルギーを払拭 し、 原子力の平和利

用に向けた世論づ く り が進めら れた。

政治家でこ う した動きの中心にいたのが中曽根康弘で、

彼はビキニ事件の直後に原発関連経費 (原子炉築造予算) 
を日本で初めて盛り 込んだ予算修正案 を提出、 翌月に成

立している。 中曽根や岸信介には 「原子力平和利用を通

じ て将来に核オ プシ ョ ンを残す」 狙いがあ っ た と いう 44。
1955年、 衆議院議員選挙に初当選し た正力松太郎は、

鳩山内閣で原子力担当大臣と なり 、 翌56年には初代科学

技術庁長官と して原子力行政のト ッ プに立った。 同 じ頃、

原子力非軍事利用に関する日米協定が結ばれ、 日本は濃

縮ウラ ンの受け入れを決議 し た 45。
1956年 1 月, 原子力委員会 (初代委員長正力松太郎) 

の初会合が開かれた。 5 人の委員のなかには湯川秀樹や

藤岡由夫 らがいた。 正力は 5 年後には原発 を建て る と 宣

言 したが、 湯川は 1 年後に委員会を去っ た。 こ う し て国

内初導入をめぐ っ て l真重派の科学界と 積極派の政府経済

界が対立 し た。 坂田昌一 も議論が密室だと抗議 し、 原子

力専門部会委員 を辞任 した。 1960年前後を境に湯川 ・ 坂

田 ・ 伏見ら多 く の物理学者が原発議論から離れた。 一方

で工学 ・ 技術者を中心と し た 「原子力 ムラ」 が力 をも つ

よ う にな っ た。

1956年 5 月、 原子力 3 法が施工され、 国策民営体制が

できあがっ た。 国策と して1960年、 東大工学部原子力工

学科が創設さ れた。

そ して、 1966 日本におけ る初の商業用原子力発電所

であ る束海第一号炉が稼働 し たのであ る。 こ う し て、 日

本の高度経済成長と と も に電力に占める原発の比重が次

第に増加し た。

1973年の第一次石油 シ ヨ ツクは、 日本のエネルギーを

いつまで も 海外の石油に頼るのは安全保障上問題があ る

と して原発建設の動きが加速した。 1974年には田中内閣

によ る電源 3 法交付金制度が制定 さ れ、 原発立地 ・ 周辺

自治体に多額の交付金が降り るよう になった。 こ う して、

70,80年代は日本各地に原発が設置 さ れるよ う にな るの

であ る。 フ ク シマまでには54基の原発が稼働す る世界 3 
位の原発大国と な っ ていた。 

3 , ヒ ロ シ マから フ ク シ マヘ

フ ク シマの原発事故は広島に投下さ れた原爆の168発

分の放射能 (セ シウム換算) をまき散ら し たと言われて

い る '46。 こ のよ う に フ ク シマ後、 我々は広島 をあ ら ため

て想起 し てい る。 春名幹男はヒロ シマがなけ ればフ ク シ

マはなかっ たと指摘 し てい る。 も し 「原爆が使用 さ れな

いまま戦争が早期終結 し ていた ら、 マ ンハ ッ タ ン計画は

批判に さ ら さ れて責任が追及 さ れ、 戦後に引 き継がれる

こ と はなかっ たかも知 れない」 '47。
原爆が投下さ れた直後 (1945年 9 月) でも、 マ ンハ ッ

タ ン計画に関わっ た科学者たちは、 水爆 を作 る実験も成

功するだろう が、 しかし こ う した 「開発は着手しない方

がいい。 人間の破減を代償と し て手に入れる勝利 よ り も

戦争で負け る方がまだま しである」 と警告 し ていた 48。
米のケネ デイ、 ジ ョ ンソ ン両政権で国務長官 を務めた

マ ク ナマ ラは2004年、 「原爆投下が必要だ っ た と は思わ

ない。 賢明な選択ではなかっ た。 一原爆投下がなけ れば

核競争の時代の到来は避け ら れた」 と イ ンタ ビュ ーに答

え て い る '490

しか し実際は、 マ ンハ ッ タ ン計画で使われた施設及び

核物質は、 廃棄さ れるこ と な く 1946年10月に発足 した原

子力委員会 (AEC) に引き継がれ、 軍産複合体へと発展

し てい つた。 私は授業目的、 歴史の タ ーニ ン グポイ ン ト

を考え る と き に、 も し、 広島への投下がなけ れば、 マ ン

ハ ッ タ ンが戦後に引 き継がれ、 今日のよ う な核開発へと

はつながら なかっ た可能性があ る と いう 春名幹男 ら の議

論を提示 し ている。 
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1945年 5 月31 日、 スチムソ ンは、 「 マ ンハ ッ タ ン計画

は単なる兵器の開発と考え るべきではな く 、 人間と宇宙

の新 しい関係 をも たらすと みるべき だ一文明に対す る脅

威ではな く 将来の平和の確証とするためそれを コ ント ロ ー

ルすべき だ」。 そ し て同日の日記に 「 そ れは フ ラ ンケ ン

シュ タ イ ンと な っ て、 われわれを食い尽 く すかも し れな

い」 5°と書いた。

ヒ ロ シマ、 ナ ガサキを経験 し た戦後の日本人は、 二度

と こ う し た核の惨劇を起こ すまい と の決意の下、 意法 9 
条を柱と する平和国家の構築を目指 し てき た。 しかし、

いつの間にか、 高度経済成長の名の下に、 エ ネルギー資

源と し ての経済的効率性の美名の下、 原子力発電を推進

し てき た。 その結果、 1970年代には世界第二位の経済大

国に成長 し、 敗戦のゼロ から奇跡的復興を遂げたと 世界

中から称賛 さ れた。 しか し、 3 ・ 11によ っ てこ の戦後の

繁栄が 「虚妄」 であっ たこ と が暴露 さ れた 5'。
すでに見てき たよ う に、 原爆投下を止め得たい く つも

の 「岐路」 があ っ た。 し か し、 ヒ ロ シマ、 ナ ガサキ、 ビ

キニそ し て フ ク シマ を経験 した 「今」 こ そ、 我々日本人

は核と どう 向き合う かを問われる大き な 「岐路」 に立っ

てい るのではないか、 と 学生に問いかけ てい る。

作家高村薫は言う 。 「 こ こ で一歩踏み出 さ なかっ たら

いつ踏み出すのか、 一 日本が少 しで も新 しい歩みを始め

る こ と がで き るのか、 で き ないのか、 いま本当に分かれ

目だと 思う 。 厳 しい現実と厳 しい決断をするこ と、 その

こ と が希望だと思う 。 誰も現実 を認めない と こ ろで、 ど

う やっ て希望 を持つのか」 '52 高村の発言 と 関連 し て、 私

は魯迅の 「絶望は虚妄だ。 希望がそう であるよ う に」 と、

むのたけ じの 「希望は実在 し ている。 絶望のど真ん中に」

と いう 言葉を引用 し、 最後に、 ドイ ツのプレ ヒ ト (1891 
生まれ) の言葉 「科学の目的は無限の叡智のために扉を

開 く も のではない。 無限の過ち に一つの終止符を打つも

のでなけ ればなら ない」 を紹介す るこ と に し てい る。 フ

ク シマ を見 て し ま っ た我々は 「 フ ラ ンケ ン シュ タ イ ンと

な っ て、 われわれを食い尽 く す」 原発事故の現実に直面

し た '53。 「無限の過ち に一つの終止符 を打つ」 と き が来

てい る。 

4 , 学生の感想文から

「政府やテ レ ビの情報 を鵜呑みに しす ぎるのはよ く な

いと 思いま し た。 また、 自分も含めて日本国民の事故へ

の無関心さや楽観視に対 し て恐怖すら覚えま し た。 今ま

では歴史、 政治、 社会に対 し て無関心で し たが、 こ れか

らは関心、 興味 を も っ て自分から学んでいき たい と 思い

ます」。 メ ディ アの問題点 を指摘す る学生が多 い。 マ ス

コ ミ が信 じ ら れない な どの感想が寄せ ら れたが、 私は

「日本近現代史」 の最初の授業時に、 毎日、 図書館で二

つ以上の新聞を読むこ と を義務づけ ている。 また 『中央
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公論』 や 『世界』 な どのオ ピニ オ ン誌 を読むこ と も勧め

てい る。 「今」 と 「歴史」 の接点 を実感 し て も ら う ため

と 、 一つの事象に対 し て様々な見解があるこ と に気づい

てほしいから である。 その過程で自分なり の見解を育て

てほしいと念 じてい る。

「原発 も 戦争 も ち やんと 反対意見があるに も かかわら

ず、 恐れていた結果にな っ て しまい、 なぜ止めら れなかっ

たのだ ろ う と も どか しい。 賛成 し た者以外にも 、 と めら

れなかっ た私たち にも 責任があ る と 思っ た。」。 こ れに共

感 し た別の学生が 「感想文 F の人の文章にす ご く 納得

させら れた。 今の原発の問題も戦争 も結局一方の方向で

見てい ると被害者であるがま た別の方向で考え る と加害

者であ る んだな と思 っ た。」。 原発 を推進 し てき た歴代自

民党政権と官僚、 財界、 学界、 メ ディ アの責任は明確に

さ れたか。 ま た、 「 と めら れなかっ た も のの責任」 と い

う 指摘は鋭い。 戦後、 戦争に反対 し て獄につながれた共

産主義者やキリ ス ト 者が称揚 さ れたこ と があ っ た。 しか

し、 反対 し た人々が戦争 を阻止 し得なかっ た責任も また

問われなけ ればな ら ない と 戦争責任の新たな視覚を提示

したのが若き吉本隆明 らであっ た。 こ れは 「 だま さ れて」

戦争に参加 し た人たちに 「 だま さ れた側の責任 を問う」

た伊丹万作 '54 と 通 じ る も のであ る。

「祖父の話で原爆が落と さ れたと き、 川に多 く の亡 く

な っ た人があふれていたと い う 話を聞いた。 ま た多 く の

青年が戦死 した話も聞いた。 命令する人間は安全なと こ

ろ にいてこ れから の日本 を支え る若者や民間人が被害 を

受け る。 国の ト ッ プは民間人の気持ちが理解でき、 痛み

がわかる人間で ない と日本が衰退す る と感 じ た」。 こ の

感想に共感した学生が 「H の人の意見はも っ と もだと思っ

た。 今の原発問題も偉い人は安全な場所で好き放題言っ

てい るが、 現場にい る人間の大変 さ、 つら さ を も っ と感

じ るべき だと思う 。 一」。

「 ア メ リ カ側にも原爆投下反対の動きがあり 、 は じめ

に原爆開発 を進言 し た シラ ー ド自ら防衛のためではな く 、

攻撃のために原爆が使われるこ と を恐れ、 大統領に投下

反対 を訴え よ う と し たが推進派のバー ンズによ っ て阻止

さ れた。 バー ンズは多 く の人名が失われる と いう こ と よ

り 、 今まで原発にかけ た資金への議会対策と対 ソ連への

外交が重要であっ たと いう のは、 今の日本の震災復興よ

り自 らの保身にはし る議員 たち と似ていて、 物事の本質

と かけはなれた次元の考え にあき れる。」。 現在起こ っ て

いる事象と65年前の原爆投下の事象と を結びつけて考え

る。 事の本質は何か、 戦争はそう し た判断ができ ない状

況に人々を追い込んで ゆく 。

「核の平和利用でも福島のよう な原発事故が起き た、

核と 決別 していかなければなら ない。 核と共存でき ない」

「原発廃止はそう 簡単ではない と 思う 。 原発 をやめる

と日本の電力はどこ から得るのか。 新 しい資源が見つか
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るまで核 をやめるのは難しい と 思う 。 また、 他国が核 を

も つな ら自国が持たない と 脅威に感 じ る だ ろ う 」 (中国

人留学生)。

「原発の怖さ を福島原発事故で改めて知つたと思う 。 

阪神淡路大震災のと き にも っ と 天災の恐ろ し さ を学んだ

はずなのにあま り 活か さ れてい ない んだな と 思 っ た。 日

本近現代史を学んで、 無限の過ちに終止符を打てればい

いな と 思 っ た。」。

「『希望は実在 し てい る。 絶望のど真ん中に』 確かに

そう だと 思う 。 本当に絶望 し なけ れば希望は見えてこ な

い」 o 
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